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論文内容の要旨

【目的】

顎口腔において前歯部および臼歯部の校合接触は下顎位の決定，限界運動はもとより岨鴫，聴下，発語等の機能運

動における下顎の誘導を行う重要な役割を果たしている。特に臼歯部の校合接触はこれらの機能運動において下顎位

の保持および校合力の発現に大きく関与している。一方，顎口腔の重要な機能である唱暢は顎顔面筋の共同作用によっ

て行われており，臼歯部の吹合接触の変化が岨輔時の筋活動および下顎運動に影響を及ぼすことが指摘されている。

従って臼歯部の校合接触が喪失すれば，岨鴫時の顎顔面筋の筋活動および下顎運動に変化を生じ ひいては顎口腔機

能の低下あるいは機能異常につながるのではないかと考えられる。臼歯部の校合接触を有する領域すなわち校合支持

領域と顎口腔機能との関連性については，これまでにも検討がなされてきた。しかし，いずれの報告においても機能

運動である岨鴫に関しての客観的な分析項目が乏しく，阻日爵側と非岨H爵側における校合支持領域の相違に基づいた被

験者の分類がなされていない。したがって臼歯部の各領域における校合支持の果たす役割については明らかにされて

いない。

本研究は，臼歯部の吹合支持領域と顎口腔機能との関連性について検討することを目的として，旧日爵において唱鴫

側と非岨鴫側の各側における小臼歯部と大臼歯部の校合支持領域の相違が顎顔面筋の筋活性および下顎運動に及ぼす

影響を明らかにしようとしたものである。

【研究方法】

被験者として臼歯部の校合支持領域を両側小臼歯部と大臼歯部に有する者 (PM ・ PM群)両側小臼歯部と片側大

臼歯部に有する者 (PM ・ P群)，両側小臼歯部に有する者 (P ・ P群)，片側小臼歯部と大臼歯部に有する者 (PM ・ N

群)，および臼歯部の校合支持領域がない者 (N ・ N群)の各10名を選択した。

被験運動はレーズン岨唱とし，両側の上唇部の筋，頬部の筋，岐筋前縁部，岐筋中央部 H交筋後縁部および顎二腹

筋前腹より表面筋電図を双極誘導し，下顎運動との同時記録を行った。

筋活性の分析項目として岐筋では閉口，校合各相の積分値，他の筋では 1 周期あたりの積分値を，下顎運動は関口，

閉口，岐合各相の時間と，垂直，側方，前後各々の最大偏位量および開口，閉口各相の最大速度を計測し，全ての分析

項目について阻鴫開始より 10サイクルの平均値を求めた。

実験 1 .阻暗部位と顎顔面筋の筋活性および下顎運動との関連性について
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PM ・ PM群を対象とし，日日開側を右側に指定した II~U爵(指定側II~鴫)とf1lt明部位を右側的体i ìiß，小川!京i iH~ ， 大 FI 

(iì;唱に指定した II~唱を行わせ，各分析.fJ'i けについて各II~瞬間の比較を行うために -J七配山分散分析を)!] ~、た。

実験 2. F~街部のH交介支持領域と顎顔l両筋の筋活性およびド顎運動との関連件.について

全被験者群を対象とした判別分析を行い，さらに肢の支持領域がん:右側で一致している湯合非日11瞬側の校介支持

領域が異なる場合，およびug輔側のH交代支持領域が異なる場合の各々について，各分析項H について各 ut-l.瞬間の比較

を行うために一元配置分散分析を!日し、た。

実験 3. F円1陶部の I岐皮イ合F、T支持傾域の喪失部に対する補綴処置による顎顔而筋の筋活性および卜

PM. PM 群を除く 4 群より各 3 ?，;名l を対象としてイ白f床義嗣尚企を製l'作ノ守乍!ドf しい， 実験 2 の判別分析で求めた合成変量を!月{リjいし、

て補綴処置前後の判別関数恒舶{を比較したO

【結果】

実験1.古íî尚部明暗では大円歯部日日朝，指定側 11日明と比較して日日明側H交筋の筋活性， ド顎運動の運動域および速度

が小さかった。小円尚部H哨ÞI.n鴫爵では大円尚i部郁日旧flU瞬爵と比較.して卜

日尚樹.部H旧H日鴫爵と指定側H岨日z輔爵との間には差を認めなかつたO

実験 2. P ・ P群ではPM ・ PM群と比較して岐筋各部と頬部の筋の筋活性およびド顎運動の運動域が小さかった。

N.N群ではこれらに加えト顎運動の閉 [J相の速度が小さかった。 PM ・ P 群の PM 側明日爵では PM ・ PM 群と比較し

て I旧日爵側佼筋前縁部の筋活性およびド顎運動の運動域が小さかった。 PM. N 群の PM 側明日爵ではこれらに加え佼

筋各部の筋活性とド顎運動の速度，特に開 r1相の速度が小さく，日交合相時間が長かった。 PM. P 群の P 側 Uj:j_唱では

PM ・ PM 群と比較して，明暗側佼筋前縁部の筋活性， 下顎運動の運動域および閉口相の速度が小さかった。 PM ・ N

群の N 側岨鴫ではこれらに加え阻輔側および非岨輔側岐筋各部と頬部の筋の筋活性および関口速度が小さかった。

実験 3. 臼歯部の校合支持領域が左右一致している場合に判別関数値はより校合支持領域の多い群の関数値へ近づ

き，円歯部の校合支持領域が左右不一致の場合には， u!l鴫側の補綴処置により，より校合支持領域の多い群の関数値

へ近づく被験者を認めた。非明日爵側の補綴処置では判別関数値の変化に一定の傾向を認めなかった。

【結論】

岨暢側臼歯部の岐合支持は閉口筋と表情筋の筋活性の発現に直接的に関与し非岨晴側臼歯部の校合支持は下顎位

を安定させ，閉口筋の筋活性の発現に補助的に関与していることが示された。これらの働きは各領域において補綴処

置による校合支持の回復に従い改善された。

これらから旧日爵側，非阻H爵側臼歯部のいずれの日交合支持領域も顎口腔機能の保持および回復に重要であることが明

らかとなった。さらに岐合の再構成に際し機能回復の評価を行う上での指標として阻鴫時の顎顔面筋の筋活性と下

顎運動を応用し得る可能性が示唆された。

論文審査の結果の要旨

本研究は，臼歯部の校合支持領域と顎口腔機能との関連性について検討することを目的として阻鴫において阻鴫

側と非哩鴫側の各側における小臼歯部と大臼歯部の校合支持領域の相違が顎顔面筋の筋活性および下顎運動に及ぼす

影響を明らかにしようとしたものである。

その結果，岨鴫側臼歯部の校合支持は閉口筋と表情筋の筋活性の発現に直接的に関与し 非阻鴫側臼歯部の日交合支

持は下顎位を安定させ，閉口筋の筋活性の発現に補助的に関与していることが示された。これらの働きは各領域にお

いて補綴処置による校合支持の回復に従い改善された。

この業績は，顎口腔における臼歯部各領域の校合支持の機能的重要性を示し，補綴臨床上極めて有益な示唆を与え

たものであり，博士(歯学)の学位請求に十分値するものと認める。
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